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現代社会における食の価値を考える
　－生活協同組合だからこそできる価値の伝え方、活かし方とは－

〈ご意見、ご感想をお聞かせください！〉
　先号よりアンケートハガキに代わりまして、フォームを設置しております。
研究所へのご意見ご要望、「くらしと協同」のご感想やご意見をお聞かせください。
編集部一同、お待ちしております。
パソコンからは https://forms.gle/6aZV1secMk7C5gDE9 へ
スマホやタブレットからは、右記のQRコードを読み取ってご利用ください。

今回、総会シンポジウムが久しぶりに対面でも開催され、会場のあちこちで
積極的に交流が図られている様子が印象的でした。取り上げられた食や医療・
福祉といった分野だけでなく、協同組合の関わる様々な分野において、その
意義や価値を伝えるためには、つながりが欠かせません。では、つながりを
紡ぐ機会をいかに増やしていくのか。報告以外からも、そうしたことを考え
させられる企画となったように感じています。（太）
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